
町
内
事
業
者
の
参
加
に
努
め

て
い
る
。

支
所
の
職
員
が
減
少
し
、

機
能
の
低
下
が
心
配
で
あ
る
。

特
に
池
川
教
育
事
務
所
は
二

人
か
ら
一
人
体
制
と
な
り
、

事
業
活
動
へ
の
支
障
を
心
配

す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
運
営

を
考
え
て
い
る
か
。

仁
淀
・
池
川
教
育
事
務
所

は
、
一
人
体
制
で
、
副
参
事

が
所
長
を
兼
務
し
、
月
曜
と

水
曜
が
池
川
、
火
曜
と
木
曜

が
仁
淀
勤
務
と
し
、
事
業
活

動
の
効
率
化
に
努
め
て
い
る
。

全
職
員
が
協
力
し
、
業
務

に
支
障
が
な
い
よ
う
頑
張
っ

て
い
る
。

の
は
、
関
係
機
関
と
相
談
、

調
整
が
必
要
で
あ
る
。

町
単
独
の
建
築
工
事
に

は
、
町
内
の
大
工
さ
ん
が
参

加
し
や
す
い
入
札
制
度
の
検

討
を
。

ま
た
建
築
工
事
の
ラ
ン
ク

付
け
が
県
よ
り
厳
し
い
と
聞

く
が
、
町
内
業
者
に
有
利
な

制
度
と
す
る
の
が
町
の
務
め

で
は
な
い
か
。

入
札
制
度
は
合
併
前
の
３

町
村
の
建
設
業
者
の
資
格
な

ど
に
関
す
る
規
定
の
調
整
を

図
り
、
様
式
は
県
に
準
じ
て

い
る
。

建
築
工
事
は
完
成
工
事
高

も
落
ち
て
お
り
、
県
も
見
直

し
を
し
て
い
る
。
町
も
来
年

に
向
け
見
直
し
、
町
内
業
者

の
指
名
に
努
め
る
。

現
在
、
町
産
材
の
家
の
取

り
組
み
に
新
築
と
リ
フ
ォ
ー

ム
で
６
件
の
申
請
が
あ
り
、
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現
状
は
。
事
業
内
容
を
町

民
に
徹
底
し
て
は
。

本
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
土
佐
の

森
救
援
隊
に
委
託
し
た
。

原
木
の
入
荷
は
順
調
で
、

４
〜
５
月
は
計
画
を
上
回
る

700
ｔ
を
受
け
入
れ
、
在
庫
調

整
し
運
営
し
て
い
る
。
４
月

は
460
ｔ
入
荷
、
３
分
の
２
が

町
産
材
。

学
校
統
合
や
合
併
な
ど
に

よ
る
、
空
き
施
設
の
有
効
活

用
は
。

特
に
池
川
地
区
に
は
、
２

つ
の
耐
震
強
度
の
施
設
が
あ

り
有
効
な
活
用
が
望
ま
れ
、

池
川
総
合
支
所
２
階
の
空
き

部
屋
を
社
協
の
池
川
支
所
に

利
用
さ
せ
、
有
効
な
運
用
を
。

町
有
財
産
全
般
の
管
理
や

処
分
な
ど
を
検
討
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
考
え
て

い
る
。

地
域
住
民
や
議
員
と
も
相

談
し
、
有
効
利
用
や
処
分
を

検
討
し
た
い
。

補
助
事
業
で
整
備
し
た
も

問

山
口
芳
正

答

産
業
建
設
課
長

問

山
　
口

空
き
施
設
の
有
効

活
用
は

答

町
　
長

問

山
　
口

建
築
工
事
入
札
制

度
の
改
善
は

答

町
　
長

問

山
　
口

支
所
機
能
の
低
下

が
心
配

答

教
育
長

答 委託

バイオマス

バイオマス施設（佐川）空き施設　寺村小学校



そ
の
日
の
受
け
付
け
と
し

て
来
客
に
気
を
付
け
、
対
面

で
対
応
す
れ
ば
防
犯
に
も
な

る
が
。

窓
口
に
近
い
本
庁
は
町
民

課
、
支
所
は
住
民
課
で
、
机

の
配
置
な
ど
検
討
し
対
応
す

る
。皆

伐
し
た
跡
地
へ
の
杉
、

ヒ
ノ
キ
の
植
樹
に
対
し
割
合

を
決
め
、
広
葉
樹
の
植
樹
、

自
然
林
で
残
す
指
導
な
ど
の

規
制
を
し
て
は
。

町
有
林
の
一
部
を
皆
伐
、

強
間
伐
し
、
広
葉
樹
林
、
自

然
に
し
、
山
の
崩
壊
の
防
止
、

保
水
、
動
物
の
え
さ
場
と
し

て
は
。

合
併
時
よ
り
少
な
い
職
員

を
適
正
配
置
し
、
合
理
的
な

事
務
の
中
で
、
専
属
の
受
け

付
け
で
総
合
案
内
の
形
は
厳

し
い
が
、
住
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
よ
う
指
導
す
る
。

職
員
に
は
、
広
域
連
合
の

研
修
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
設
置
で
本
庁
、
支
所
の

横
の
連
絡
、
地
域
担
当
職
員

制
度
で
地
域
と
触
れ
合
い
な

ど
を
職
務
、
資
質
の
向
上
に

活
か
し
、
地
方
分
権
に
対
応
、

企
画
、
立
案
に
も
地
域
の
声

を
聞
き
取
り
組
む
。

支
所
、
地
域
の
状
況
は
、

毎
月
の
幹
部
会
、
ま
た
区
長

会
、
地
域
懇
談
会
、
会
合
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
意
見
交
換

し
、
把
握
に
努
め
て
い
る
。

支
所
へ
は
機
会
を
見
て
出

向
く
。
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合
併
で
職
員
の
異
動
が
あ

り
「
役
場
へ
行
っ
て
も
知
ら

ん
人
で
声
が
掛
け
に
く
い
」

と
の
声
も
聞
く
が
、
受
け
付

け
を
置
き
、
来
客
に
対
し
先

に
声
掛
け
で
き
る
体
制
で
、

用
件
を
聞
き
担
当
は
窓
口
で

問

片
岡
政
徳

問

片
　
岡

答

町
　
長

答

町
　
長

問

片
　
岡

皆
伐
跡
地
に
は

答

町
　
長

問

片
　
岡

答

町
　
長

机
の
配
置
な
ど
で

受
け
付
け
業
務
は

答
対
応
し
て
は
。

今
の
補
助
事
業
は
、
自
治

体
の
企
画
、
立
案
が
主
流
と

な
り
、
地
方
分
権
の
推
進
で
、

受
皿
と
な
る
職
員
の
職
務
、

資
質
の
向
上
、
意
識
改
革
が

重
要
と
な
る
。
ど
の
よ
う
な

取
組
を
し
て
い
る
か
。

支
所
職
員
、地
域
の
状
況
を

定
期
的
に
行
き
把
握
し
て
は
。

跡地には

本庁窓口

民
有
林
は
強
制
指
導
、
規

制
は
難
し
い
。
所
有
者
か
ら

伐
採
届
け
、
間
伐
の
申
請
が

提
出
さ
れ
た
時
に
、
跡
地
の

造
林
方
法
を
指
導
す
る
。

県
と
連
携
し
自
然
林
に
近

い
森
に
導
き
た
い
。

町
有
林
も
自
然
に
近
い
森

林
造
り
が
重
要
で
適
正
管
理

に
努
め
る
。
今
の
環
境
林
伐

採
事
業
を
地
域
環
境
林
改
善

事
業
と
改
称
し
、
内
容
を
充

実
さ
せ
取
り
組
む
。

指
導
は
漠
然
と
で
は
な
く

跡
地
の
造
林
方
法
の
要
綱
を

作
り
、
所
有
者
、
事
業
者
に

周
知
、
指
導
し
て
は
ど
う
か
。

指
導
も
必
要
と
考
え
る
。

町
有
林
も
地
域
の
声
を
聞
き
、

検
討
し
環
境
整
備
も
考
え
、

質
問
の
内
容
は
指
導
の
中
で

活
か
す
よ
う
考
え
る
。



福
島
県
矢
祭
町
は
、
す
こ

や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
と

健
全
育
成
奨
励
金
と
で
、
3

人
目
100
万
円
、
4
人
目
150
万

円
、
5
人
目
に
200
万
円
払
い
、

東
京
日
の
出
町
で
は
、
子
育

て
育
成
ク
ー
ポ
ン
の
名
で
子

ど
も
1
人
に
月
1
万
円
渡
し

て
い
る
。

町
な
ら
で
は
の
子
育
て
支

援
少
子
対
策
が
で
き
な
い
か
。

日
の
出
町
は
、
こ
の
ク
ー

ポ
ン
発
行
を
境
に
645
人
増
加

し
て
お
り
、
す
ば
ら
し
い
成

果
と
思
う
が
、
自
主
財
源
45

億
円
、
財
政
力
指
数
0
・
81

と
い
う
裕
福
な
自
治
体
な
ら

ば
こ
そ
の
施
策
と
考
え
る
。

自
主
財
源
11
億
円
、
財
政

力
指
数
0
・
21
の
厳
し
い
本

町
で
は
、
家
計
へ
の
直
接
支

援
よ
り
も
子
育
て
環
境
の
整

備
、
充
実
に
努
め
て
い
く
。

が
、
町
補
助
分
の
簡
素
化
と

県
へ
も
要
請
し
て
い
く
。
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町
産
材
の
家
推
進
事
業
は

リ
フ
ォ
ー
ム
、
新
築
の
場
合

木
材
需
要
拡
大
、
地
域
経
済

活
性
化
、
定
住
促
進
に
有
効

な
制
度
だ
が
、
県
補
助
の
申

請
か
ら
認
定
ま
で
長
時
間
か

か
り
、
施
主
は
、
時
期
や
資

金
、
施
工
者
は
、
予
定
が
組

め
ず
、
熱
意
が
冷
め
る
。
県

へ
早
期
認
定
の
働
き
か
け
は
。

県
補
助
に
は
、「
こ
う
ち

安
心
の
木
の
住
ま
い
づ
く
り

助
成
事
業
」「
新
木
の
住
ま
い

づ
く
り
助
成
制
度
」
の
2
事

業
が
あ
り
、
安
心
の
文
字
ど

お
り
地
域
木
造
住
宅
基
準
と

高
耐
震
住
宅
基
準
に
適
合
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
設
計
か

ら
の
準
備
段
間
に
時
間
を
要

す
る
よ
う
だ
。

2
月
18
日
の
町
内
業
者
説

明
会
で
も
県
の
担
当
者
に
、

迅
速
な
事
務
処
理
を
求
め
た

問

農
本
規
仁

答

町
　
長

問

農
　
本

町
独
自
の
対
策
は

答

町
　
長

簡
素
化
と
要
請

早
期
認
定
を

答

すこやかな成長を願って（池川神楽）

町産材の家第一号（仁淀地区）



保
育
の
委
託
事
業
を
社
協

か
ら
切
り
離
し
、
プ
ロ
集
団

に
委
託
し
て
は
ど
う
か
。

社
協
に
代
わ
る
団
体
を
組

織
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

福
祉
と
教
育
は
別
物
だ
。

現
在
の
社
協
の
保
育
士
の

賃
金
は
安
く
、
将
来
に
わ
た

っ
て
優
秀
な
職
員
を
確
保
す

る
こ
と
は
不
可
能
だ
。

若
者
定
住
を
図
る
意
味
で

も
、
保
育
環
境
の
充
実
は
欠

か
せ
な
い
が
。

保
育
、
小
中
連
携
の
推
進

が
重
要
と
位
置
づ
け
取
り
組

ん
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
き
た
い
。

直
営
班
の
人
員
を
増
や
し

体
制
を
強
化
で
き
な
い
か
。

旧
吾
川
の
直
営
班
は
大
変
評

判
が
良
い
。

人
員
は
１
人
減
で
現
在
５

人
。
大
規
模
な
工
事
は
請
負

工
事
で
対
応
し
、
簡
易
な
工

事
や
維
持
は
、
こ
れ
か
ら
も

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

き
た
い
。
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仁
淀
・
池
川
地
域
振
興
課

を
本
庁
の
産
業
建
設
課
に
吸

収
し
、
一
つ
に
ま
と
め
て
は

ど
う
か
。

合
併
支
援
措
置
の
無
く
な

る
27
年
度
ま
で
に
行
政
改
革

を
推
進
す
る
中
で
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
よ
う
配
慮
・
工
夫

し
、
機
構
改
革
を
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
。

問

西
森
常
晴

答

総
務
課
長

直
営
班
の
強
化

を
図
れ

問

西
　
森

答

産
業
建
設
課
長

保
育
は
プ
ロ
集
団

に
問

西
　
森

答

副
町
長

問

西
　
森

答

教
育
次
長

答 配慮・工夫

余った職員で住民サービスを

ふたば保育所（森）

直営班


